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３つの密「換 気」について
施設管理者で取り組めること

新型コロナウイルス感染症防止に関する首相官邸・厚生労

働省の右図ポスターに掲載されている「３つの密」の内、

①換気の悪い密閉空間 について

具体的に

施設管理者で取り組めること を

お知らせします。取り組みの参考資料となれば幸いです。

施設毎に設備等の状況、条件等が異なりますので対応実施

に当たっては、実情に合わせて十分ご留意をお願いします。

まずは施設の「換気」状況をチェック！
管理されている建物の換気システムは、どうなっているのか把握されていますか？

事務庁舎の大半は空気調和設備（冷暖房）が付いており、換気については機械換気システムが利
用されていることが多数。中央監視室がある大きな庁舎や、大中規模な庁舎で機械室等で中央式の
換気システムがある場合、専門業者と相談しながら「窓を開けて換気を行う」など運用を変えてみ
る※１、また窓が開けることが出来ない場合「支障がない範囲で機械換気システムの換気量を増加さ
せる」ことが可能か確認※２してみましょう。

※１：通常冷暖房期間中は「窓を閉めている」という運用の庁舎が大半。よって施設利用者（職員ひとりひとり）は

「窓を開ける習慣がない（勝手に開けてはいけないという認識）」ため、ウイルス感染防止の観点からは

「窓開けを促す」必要があるかもしれません。運用ルールを職員みんなで確認することも対策のポイント。

窓を開ける際は、窓から書類が飛ばないように、物が落ちないように窓周辺の片付けもご注意を。

※２：必ず専門業者に確認して実施しましょう。

※１※２共通：冷暖房期間中に感染症防止対策として、これまでより換気（換気量）を増やすことは省エネルギーの

観点からは不利になります。過度な換気とならないよう運用変更は外気の状況をみて判断することも

必要。また換気の実施は防止対策として有効とされていますが、どれだけ換気をすれば有効なのかと

いう定量的な根拠は、今のところ不明確です。
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